





















者には後続・先行関係や先行・後続関係がある．複文の中には「～前（に） ••• J 「～後（で） ... J 
「～時（に） ... J のような，時間関係が形式上明示されている時間的従属複文があり，本稿では特
に後続・先行関係や先行・後続関係といった継起的時間関係を表す時間的従属棲文の代表形式で
ある「前（に）」援文・ 「まで」複文と「後（で、）J 複文・ 「（して）から」複文を考察の対象とする．
その他に継起的時間関係がみられる「しないうち（に）」複文と「するのを待つ」複文も取り上げ
て検討する．継起的時間関係を捉える複文では，従属節の述語動詞が基本的に「する」や「したJ
* HUANG Wenpu: 華僑大学外国語学院講師．




























































































( 2 ）鐘が鳴るまえに，尾崎ふみ子先生はグラウンドに出ていた． （人間）
















































































「まだあるんよ，それからが大傑作． ．．．（中略） ... J 
突然妙子は腹を押えて笑い出した．妙子が笑い終るまで，植はじっと待っていた．彼は微笑さえも
浮かべていなかった．
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